
3~4個

うーん、しつこく書きます。
事業計画のこと。

事業計画って、単年度で考えるものではなくて、
過去・現在、そして未来を見通すものなんです。

縦軸に、売上高、変動費、限界利益、固定費、営業
利益を置きます。
横軸には、過去３年、今期見通し、今後３年間
エクセルでまとめてみましょう。

そして、大事なのが、
以前も書きましたが、積算根拠をいれておくこと。
積算根拠は、掛け算でしたね。

縦軸の年度の数字の横に挿入しましょう。

そうすることで、
どういう事由で、その数値になったのか？（過去）
今期の改善は効果的か？（現在）
今後の活動は間違っていないか？（未来）

過去→現在→未来を通じて、
会社の未来を作り出して行くのです。

過去にまずかったこと、今期達成できそうなこと、
そして、未来に叶えていきたいこと。

定性面と合わせて考えていくことができます。

経営カイゼンつうしん
経営をよりよくしたい経営者様へ
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1. 横に並べてみてみる。
2. カイゼンのポイント

みなさまへ、手紙を書くつもりで書きます！

今回の
テーマは
事業計画
その８

3.自己紹介
国仙悟志（こくせんさとし） １９７４年７月９日、札幌市生まれ。早稲田大学法学部卒業後、地方大手
百貨店に入社し、店頭販売、販売促進、店舗運営、民事再生法手続関連部署にて勤務しました。
在職中、室蘭店勤務で赴任していたときに、あまりにも時間があることがわかり、（正確に書くと、ビー

ルと焼鳥が美味しく不摂生がたたり、健康診断の結果が悪く、人事部に呼ばれたのがきっかけ）産業能率大
学経営情報学部通信課程を受け、卒業しました。勝間和代氏がメディアによく出ていたころで、早起きして
勉強に励むという生活スタイルが話題になり、ワタクシも、早起きの習慣を手に入れました。このとき以来
ずーっと早寝早起きを行っています。
その後、中堅石油販売会社にて勤務し、その間に、中小企業診断士を取得し、２０１１年に独立開業、２

０１４年に法人を設立しました。百貨店時代に経験したマーケティング、マーチャンダイジング（品揃え戦
略）、プロモーション、企業再生、そして、石油販売会社で経験した中小企業の実体験。
これらの経験、さらには、開業後の活動、研究などが、今の仕事のベースになっています。

過去の反省に立ち、現在の状況を押さえた上で、
定性的な経営活動・経済活動を、未来志向で、具
体的な行動レベルまで、ブレイクダウンして、
しっかりとした積算根拠をもってして、未来分を
作ってみましょう。

そうすることで、まず社長が納得できる経営計画
が出来上がります。

さらに、社員とも共有できれば、なお良いと考え
ております。

まぁなんでも開示すればいいというものではない
ですが、
目標をひとつにするという意味合いで、みんなで
協力できる社風づくりにお役に立てることが、一
番の目的です。
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